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料
理
っ
て
、楽
し
い
で
す
よ
ね

「
こ
の
道
、
ま
っ
し
ぐ
ら
で
す
」
と
話
す

伊
藤
　
晶
子
さ
ん

携
帯
／
〇
九
〇
―
五
四
九
一
―
三
五
九
九

304

■
料
理
研
究
家
・
管
理
栄
養
士

■
い
わ
き
市
平
上
荒
川
字
安
草
一
三
ノ
六

おんな劇場

「料理、好きです、楽しいですよ。つらいこともありましたけどね。インスタント類は、上
手に取り入れて」と、笑顔で続ける伊藤さん

「
衣
食
住
」
は
、
人
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か

せ
な
い
要
因
の
一
つ
だ
。
中
で
も
、
食
の
大
切

さ
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
祖
父
、
父
親
は
建
具
職
人
で
し
た
。
住
み

込
み
の
職
人
も
数
人
い
た
の
で
す
が
、
祖
母
と

母
は
毎
日
、
全
員
の
朝
、
晩
の
料
理
作
り
。
そ

の
姿
を
見
て
、
自
然
と
自
分
の
将
来
は
料
理
の

道
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
っ
し
ぐ
ら
で
し
た

ね
」伊

藤
晶
子
さ
ん
（
四
七
）
は
、高
校
卒
業
後
、

都
内
の
女
子
栄
養
短
大
へ
進
み
、
料
理
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
。
卒
業
と
同
時
に
医
療
関
係
の
施

設
で
食
と
健
康
の
知
識
を
生
か
そ
う
と
就
職
活

動
を
開
始
。
と
こ
ろ
が
、
当
時
は
就
職
氷
河
期

時
代
。
こ
の
た
め
、
短
大
の
教
授
に
請
わ
れ
て

二
年
ほ
ど
補
佐
を
務
め
る
。

そ
の
後
、
料
理
研
究
家
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト

と
な
り
、
下
働
き
で
励
む
。
研
究
家
が
テ
レ
ビ

出
演
の
際
は
時
間
に
追
わ
れ
な
が
ら
機
材
の
運

搬
な
ど
に
汗
を
流
し
た
。
こ
う
し
て
努
め
る
傍

ら
、
銀
座
や
横
浜
の
有
名
デ
パ
ー
ト
な
ど
に
再

三
招
か
れ
、
客
を
前
に
料
理
の
実
演
な
ど
も
行

い
、
さ
ら
に
技
術
の
向
上
を
目
指
し
た
。

「
東
京
で
の
生
活
は
ざ
っ
と
二
十
七
年
。
こ
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営業時間  午前10時～午後6時
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竹久夢二作品展
　明治・大正・昭和を通じて人生のはかなさ、せつなさを作品
に昇華した抒情画家　竹久夢二。大正ロマンを代表する彼は、
あの憂いを含んだ瞳の愛らしい「夢二式美人画」で当時の女
性たちに人気を博し、さらに近年では「グラフィックデザインの
先駆者」として再認識され、昨今の「カワイイ」カルチャーの中
でも若者から注目されています。

会期

令和4年3月3日（木）～3月14日（月）
※コロナ対応の為、マスク着用と手洗い・
　消毒の徹底をお願いしております。

肉筆画
水彩画
オリジナル版画
ほか多数

○竹久夢二
「
春
」
復
刻
木
版
画

「
舞
姫
」
復
刻
木
版
画

「
晩
春
」
復
刻
木
版
画

出 

品 

予 

定

1974年12月27日生まれ、平出身。
子どものころから料理の道を目指し、
「まったくブレませんでした」。「仕事
はとにかく段取りが大事なの。これがで
きれば、9割は済みます」。ストレス解消
のため、ストレッチに励む。教室は定休
なし。生徒募集中。得意な料理は「オー
ル」。血液型はＯ型

いとう・あきこ

プロフィル

都内、横浜などの
デパートで実演も

「
分
野
は
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
」

■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事に、
あるいはその人生においてひた向きに励み、努めてい
る女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。

の
間
は
、
料
理
の
先
生
の
ス
タ
ッ
フ
な
ど
を
や

り
ま
し
た
。
食
器
類
の
搬
入
な
ど
は
結
構
つ
ら

か
っ
た
で
す
ね
。
食
べ
る
こ
と
に
は
困
ら
な

か
っ
た
で
す
が
、預
貯
金
は
ゼ
ロ
で
し
た
」
と
、

明
る
く
続
け
る
。

二
〇
〇
九
年
に
都
会
で
独
立
し
、「
Ｆ
Ｒ
Ａ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
フ
ラ
ス
コ
）」
を
主
宰
。
都
内
や
千

葉
で
教
室
を
開
講
す
る
一
方
、
二
〇
二
〇
年
九

月
に
は
い
わ
き
に
も
拠
点
を
持
ち
、
二
重
の
生

活
を
開
始
。
教
室
に
は
大
小
の
鍋
類
を
は
じ

め
、
い
ろ
い
ろ
な
皿
、
器
の
調
理
機
材
が
ぎ
っ

し
り
。

「
Ｆ
Ｒ
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
」
の
名
前
は
、
学
生
時
代
、

実
験
な
ど
で
よ
く
ガ
ラ
ス
の
器
の
フ
ラ
ス
コ
を

使
用
し
て
い
た
が
、
利
用
す
る
材
料
に
よ
っ
て

内
容
物
が
変
化
、
あ
る
い
は
科
学
的
な
一
面
を

も
持
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
思
い
出
し
、「
料
理
も

材
料
に
よ
っ
て
大
き
く
変

わ
り
、
化
学
、
さ
ら
に
は

科
学
的
な
側
面
も
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
で

付
け
ま
し
た
」
と
、
に
こ

や
か
に
語
る
。

彼
女
の
料
理
の
分
野
は

幅
広
く
、
多
種
。
和
食
は
も
ち
ろ
ん
、
洋
食
、

イ
タ
リ
ア
ン
、
フ
レ
ン
チ
料
理
各
種
、
中
華
も

と
い
う
〝
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー
派
〟。
知
識
を

生
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
は
圧
力
、
ス
テ
ン
レ
ス

製
の
鍋
関
係
の
本
の
ほ
か
、
ス
パ
イ
ス
カ
レ
ー

関
連
本
も
数
冊
出
版
。

「
私
、
特
に
こ
れ
、
と
い
っ
た
特
化
し
た
も

の
は
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
す
べ
て
に
対
応
の
ス

タ
ン
ス
。
食
べ
る
こ
と
も
大
好
き
で
す
よ
」
と

話
し
、
柔
ら
か
に
笑
う
。

今
、
教
室
で
は
指
導
の

ほ
か
、
完
成
ま
で
の
段
階

を
披
露
す
る
。
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
も
あ
り
、

受
講
者
は
一
回
（
二
時

間
）
に
つ
き
六
人
。
教
室

は
午
前
と
夜
の
二
回
。
生

徒
は
市
内
一
円
や
富
岡
方

面
か
ら
も
お
り
、
主
と
し
て
四
十
、
五
十
代
の

主
婦
が
多
い
が
、
中
高
年
の
男
性
も
参
加
し
て

い
る
、
と
い
う
。

伊
藤
さ
ん
は
、「
都
会
に
勤
め
て
い
た
こ
ろ

は
、
ま
さ
に
肉
体
労
働
。
物
を
運
ん
だ
り
、
時

間
に
追
わ
れ
た
り
。〝
女
の
世
界
〟
で
し
た
か

ら
つ
ら
い
こ
と
も
い
っ
ぱ
い
。
で
も
、
私
料
理

が
好
き
な
の
。
楽
し
い
ん
で
す
。
料
理
に
対
す

る
私
の
信
条
は
『
生
き
る
』
こ
と
」
と
強
調
し

つ
つ
、
社
会
を
席
け
ん
し
て
い
る
現
代
の
イ
ン

ス
タ
ン
ト
食
品
類
に
も
触
れ
、「
全
否
定
し
ま

せ
ん
。
で
も
、
上
手
に
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
で

す
ね
」
と
、〝
指
導
〟
し
て
く
れ
た
。

す
べ
て
に
対
応
し
ま
す


